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１．研究計画の概要 

建造物は常に白木のままであったわけで
はなく、多くの場合は部材の表面保護や装飾
のために何らかの外観塗装が施されていた。
しかし建築文化財の外観塗装材料は、常に紫
外線や雨風の劣化にさらされるため、建物の
保存修復作業時に従来の塗装材料をある程
度除去してから新たに塗り替え作業を行う
場合が多く、その修復記録もほとんど現存し
ない。そのため、現存の建築文化財では創建
当初の状況やその後の修復履歴を確認する
ことはきわめて困難である。ところが、それ
ぞれの建造物に使用された外観塗装材料の
色調は、それぞれの建造物自体のイメージを
大きく左右するため大切である。しかし「外
観塗装材料の歴史的変遷や創建当初の色調、
さらには当時の顔料などの塗装材料を復元
製作するとともに、耐候性があり、かつ安定
した塗料である新素材とを併せて実用に応
用しうる材料としての新塗料開発のための
実践的研究」はほとんど見られない。このこ
とを念頭に置いた基礎研究として、まず各年
代の建築文化財における外観塗装材料の分
析調査を行い、基本的な材料の変遷過程を解
明する。さらに分析調査によって得られた知
見をもとに、各種の手板サンプルを作成して
劣化促進実験を行い、伝統を生かしたより新
塗料開発へ向けた基礎資料の蓄積を図る。 

 

２．研究の進捗状況 

本年度は、4 年計画の第 3 年目として昨年
度に引き続き、いくつかの個々の建造物（建
築文化財）の外観塗装および彩色材料の性質
や色相、年代的塗装材料の変遷などに関する
基礎調査を行うとともに、そのまとめを行う

ことを主目的とした。特に今年度の赤色塗装
顔料の分析結果からは、使用顔料は同じ天然
赤鉄鉱である赤土ベンガラであっても、固着
材料は漆塗料、乾性油、澱粉糊、膠などさま
ざまな材質であること、また銀閣寺の外観塗
装材料として漆の上に塗装された白色顔料
からは白土と明礬が検出された。なお、この
中でいくつかの建造物（建築文化財）は、現
在、建造物の解体修理作業および塗装塗り直
し作業が進行している。そのため、今回新た
に得られた知見や成果を踏まえて新たな塗
装材料の構築を目指した白色顔料の作成実
験や漆塗装手板サンプルの作成作業も並行
して行った。  

 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調 

（理由）当初予定していた調査件数より、実
際の歴史的建造物の外観塗装材料の変遷に
関する調査件数が充実していること。成果と
して当初予想していたより、特に漆塗装や赤
色塗装材料には多様性が見られることが明
らかになって点で達成度は極めて高い。その
一方で、手板サンプル作成に手間取り、劣化
促進実験が当初予定より半年ほど遅れてい
ることも現状である。ただし、最終的には今
年度中にある程度の方向性は見えるものと
考えている。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 現在までに古代～近世に至る代表的な歴史
的建造物の主に赤色塗装材料であるベンガ
ラ塗装に関する調査研究はかなり進んだた
め、ある程度の歴史的変遷の概要は掌握でき
そうな状況にあり、最終年度ではこれらをま
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とめる予定にしている。その一方で、白色・
緑色・青色・黄色などのその他の建造物の塗
装彩色材料に関するデータの蓄積も徐々に
ではあるが進みつつある。また、膠材料の取
り扱いの困難さも今後の重要な調査項目で
あることがわかってきた。今回の調査研究成
果を通して、いかに効率よい塗装材料を現在
では不明な点が多くなってしまった過去の
職人技で採用されてきたのかを探る第一歩
と位置付け、さらに情報の蓄積を図りたい。
さらに今後の研究では、単なる赤色顔料の単
色の外観塗装材料に留まらず、各種建築塗装
彩色材料としての青色、緑色、白色顔料など
にも研究調査項目を増やしていくつもりで
ある。さらに顔料に混ぜる材料として、漆塗
料とともに膠材料の劣化状況の把握や防か
び効果を視野に入れた研究の推進方策を考
えていきたい。 
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